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例10: 「中学校の思い出」 
作文
上級
中等プログラム　5年

基準 A B C D E

得たレベル - - 5 5 -

背景
•	 中等プログラム（MYP）において、小論文の書き方を学習し、生徒は課題の内容には慣れてい

る。テーマは一週間前に発表されたので下書きを書く余裕があった。生徒は辞書を使って下書
きを書いており、教師もそれに目を通している。教師は下書きの内容についてコメントを書き、
文法の間違いをP、T、Kのアルファベットを使って生徒に示した。 Pは助詞の間違い、Tは時制
の間違い、Kは漢字の間違いである。こうしたアドバイスは実際的だと言えるのだが、アドバイ
スをしたということで教師は辛めの評価をしている。つまり高いレベルの日本語が要求されて
いるということである。

•	 制限時間は60分である。

•	 実際に作文を書く際には、辞書や教科書は持ち込み不可としたが、箇条書きの小さなメモは
持ち込み可とした。

•	 この課題は基準C及びD内で評価している。

＜生徒についての情報＞
生徒は日本語を五年間勉強している。同生徒は十分な日本語の力を持っており、旅行で短期間日本
を訪問したこともある。同生徒は来年日本語BのHLを勉強したいとして、中等プログラムでは言語B上
級を選んだ。

評価

基準C内容と構成
最高レベル8
この作品がレベル5を得た理由は以下の通りである。
•	 はっきりした序論、本論、結論という適切な構成で書いている。トピックセンテンスをうまく使

っている。筋道立てて書かれている。

•	 接続詞を上手に使っている。

•	 全体的に単純な情報だが、そのほとんどを余裕を持って書いている。しかし、より複雑な情報
を述べようとはほとんどしていない。

•	 テーマに沿った内容で全体的に理由付けができている。

•	 テーマを十分に理解している。

以下の項目ができていれば同生徒はより高いレベルに達したと思われる。
•	 もっと複雑な内容を書く。

•	 もっと詳しい描写や例を挙げて情報の理由付けをする。

•	 テーマをもっと深く掘り下げて考える。
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基準D 言語
最高レベル8
この作文がレベル5を得た理由は以下の通りである。
•	 いろいろな語彙を正しく使っている。

•	 基本文法は全体的に正確である。

•	 複雑な文法には時折誤りが見られるが、理解を妨げるほどではない。

•	 漢字の使い方に優れ作文の質を高めている。

•	 言葉遣いも文体も適切で、明らかに読み手を意識している。

同生徒が以下の条件を満たせばより高いレベルに到達したと思われる。
•	 語彙の範囲を広げる。

•	 もっと正確により広い範囲の文法事項を用いる。

•	 慣用表現を含める。
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生徒回答


